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春のマラソン大会 
体育館の壁面には、昭和55年からのマラソン大会各学年優勝者の名前とタイムが記録されて

います。来校者が体育館に入るとまず初めに目に入ってくる掲示物のため、どの来校者もびっ

くりされます。そういう私も、赴任した時には、こんなにも長く続き、記録されてきたものだ

とびっくりしたものです。コロナ禍を経て、学校行事が子どもたちにとって本当に必要なもの

だけに厳選されてきた中で残ったマラソン大会。その秘密が少し分かったような気がします。 

一つは、全校児童が同じコース・距離を走ることによって、自分自身の成長を実感できるこ

とです。子どもの発達段階や学習指導要領の基準からみれば、そこまで走らなくてもいい行事

です。しかし、この大会に向けて、自己新記録を出すために練習を積み重ねてきた子どもたち

には関係ありません。全力を出し切ることが成長につながることを実感できるのです。タイム

アップ賞（昨秋からタイムが一番縮まった）もあります。もう一つは、苦しさを乗り越える経

験ができるということです。マラソン大会の苦しさは苦い思い出にも、登校を渋る原因にもな

り得ます。しかし、当日、全校児童 33 名全員が

参加できました。ご家庭で様々なサポートがあっ

たことは想像に難くありません。しかし、苦しさ

と正面から向き合い、乗り越えた子どもたちはす

ごいです。最後は、地域とともにある行事だとい

うことです。運動会もそうですが、本当に地域

PTA のサポート体制は素晴らしいに尽きます。 

閉会式の講評は、子どもたちの『きらにこ』の

眼差しに、正直、感極まる限界でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鐙島小だより

自己ベストを目指した マラソン大会 

http://www11.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1510036


 

 

 ５月 22,23 日は、６年生が吉田小学校

６年生と一緒に東京方面修学旅行に行って

きました。たくさん歩いて、クタクタにな

りながら、東京の文化や十日町との違いを

感じてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な体験活動を通して

実感を伴った理解を促し

ます。本物と触れ合うこ

とを大切にします。 

 

 

 

 

本物に触れる 鐙島小の活動 

国会議事堂 

６年 調理実習 

小中合同あいさつ運動 

１・２年 ヤギとのふれあい活動 

日常の様子をホームページでもご覧ください 

鐙島小学校のホームページは、休業日を除くほぼ 

毎日、トピックスの更新をしています。 

※ 閲覧数が毎日更新の励みになります。 

最近は毎日 10 アカウントくらいの閲 

覧です。ぜひ、毎日のルーティンに 

してください＾＾ ホームページの QR コード↑ 

３～５年 田植え 

お台場から都心方面を望む 

行ってきました 修学旅行 

縦割り班給食 

浅草寺 雷門 

ホテルにて
お台場ガンダム 


